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違
い
な
い
。

１
９
９
０
年
２
月
に
、
韓
国
ソ

ウ
ル
に
お
い
て
、
世
界
の
キ
リ
ス

ト
教
史
上
、
画
期
的
な
世
界
会
議

が
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
Ｗ

Ｃ
Ｃ
が
中
心
と
な
っ
て
招
請
し

た
、「
正
義
・
平
和
・
創
造
の
保

全
世
界
会
議
」（Justice, Peace 

and the Integrity of Creation; 
JPIC

）
で
あ
る
。
こ
の
会
議
は
、

１
９
８
３
年
に
カ
ナ
ダ
、
ヴ
ァ
ン

ク
ー
バ
ー
で
行
わ
れ
た
Ｗ
Ｃ
Ｃ
第

日
本
に
お
け
る
ア
カ
デ
ミ
ー
運

動
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
60

年
が
経
過
し
た
。
現
在
の
日
本
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
そ
の
理
念

が
こ
の
よ
う
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。「
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
社
会
と

人
々
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
の

多
様
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、正
義
、

平
和
、
い
の
ち
が
尊
ば
れ
る
社
会

の
実
現
を
目
指
す
運
動
で
あ
る
」

こ
の
理
念
が
60
年
前
か
ら
提
示

さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
後

に
整
え
ら
れ
た
の
か
は
辿
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
が
、
現
代
に
お

け
る
キ
リ
ス
ト
教
運
動
が
究
極
的

に
目
指
す
べ
き
地
平
が
見
事
に
言

葉
化
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、「
正

義
、
平
和
、
い
の
ち
が
尊
ば
れ
る

社
会
の
実
現
」
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
は
、
世
界
教
会
協
議
会
（
Ｗ
Ｃ

Ｃ
）
を
中
心
と
す
る
世
界
エ
キ
ュ

メ
ニ
カ
ル
運
動
が
、
１
９
９
０
年

代
に
よ
う
や
く
到
達
す
る
こ
と
に

な
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
あ
る
。
そ

の
さ
ら
に
30
年
も
前
に
、
日
本
の

ア
カ
デ
ミ
ー
運
動
が
、「
正
義
・

平
和
・
い
の
ち
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
を
語
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、

初
期
の
ア
カ
デ
ミ
ー
運
動
を
担
っ

た
の
が
、
竹
中
正
夫
氏
、
荒
井
俊

次
氏
な
ど
の
日
本
が
誇
る
エ
キ
ュ

メ
ニ
ス
ト
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
え
る
な
ら
ば
、
間
違
い
な
く
最

初
か
ら
そ
の
萌
芽
が
存
在
し
た
に

の
よ
う
な
、
き
わ
め
て
リ
ベ
ラ
ル

な
流
れ
も
含
め
て
、
あ
く
ま
で
も

人
間
中
心
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
正
義
と
平
和
」（Justice and 

Peace

）
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
世

界
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
一

貫
し
た
テ
ー
マ
で
あ
り
続
け
て
き

た
し
、
実
際
、
南
ア
フ
リ
カ
に
お

け
る
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
撤
廃
運
動

や
、
韓
国
民
主
化
闘
争
な
ど
に
お

い
て
キ
リ
ス
ト
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
果
た
し
た
貢
献
は
決
し
て
小
さ

な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
こ

に
、
被
造
物
へ
の
関
心
が
語
ら
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

１
９
９
０
年
、
つ
い
に
キ
リ
ス
ト

教
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
は
、

そ
の
宣
教
方
針
の
主
題
で
あ
る

「
正
義
と
平
和
」
に
、新
た
に
「
創

造
（
い
の
ち
）」
を
加
え
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。

Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、
私
た
ち
世
界
の

す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
者
が
唱
え
る

べ
き
「
頌
栄
」
を
採
択
し
た
。「
三

位
一
体
論
」
の
エ
コ
・
セ
オ
ロ
ジ

カ
ル
（eco-theological

）
な
理

解
を
背
景
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に

謳
う
。

神
に
栄
光
あ
れ
、
初
め
に
す
べ

て
の
も
の
を
お
造
り
に
な
り
、

そ
れ
を
良
し
と
さ
れ
た
方
に
。

御
子
イ
エ
ス
に
栄
光
あ
れ
、
新

し
き
創
造
の
初
穂
で
あ
り
、
す

べ
て
の
も
の
の
贖
い
主
に
。

聖
霊
に
栄
光
あ
れ
、
初
め
に
水

の
面
を
覆
わ
れ
た
方
に
。

す
べ
て
〈
い
の
ち
〉
あ
る
も
の

を
、
あ
な
た
の
愛
で
、
満
た
さ

れ
る
方
に
。

私
た
ち
は
今
、
反
知
性
主
義

と
暴
力
、
差
別
排
外
主
義
と

CO
VID

-19

の
世
界
的
蔓
延
と
い

う
危
機
的
時
代
に
あ
っ
て
、「
さ

あ
今
、〈
い
の
ち
〉
を
選
べ
」
と

招
か
れ
る
神
に
い
か
に
徹
底
し
て

つ
き
従
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
日
本
に
お
け
る
ア
カ
デ
ミ
ー

運
動
の
使
命
と
責
任
が
尽
き
る
こ

と
は
な
い
。�

（
立
教
大
学
教
授
）

６
回
総
会
に
お
い
て
確
認
さ
れ
、

以
降
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
議
論
、
実

践
さ
れ
た
、
キ
リ
ス
ト
教
の
被
造

世
界
す
べ
て
に
対
す
る
関
心
の
結

晶
で
あ
る
。
こ
の
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
会
議

に
至
る
プ
ロ
セ
ス
と
は
、〈
い
の

ち
〉
に
対
す
る
経
済
的
、軍
事
的
、

環
境
的
脅
威
に
直
面
す
る
現
代
世

界
に
お
い
て
、
聖
書
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
聴
き
つ
つ
、
正
義
、
平
和
、

そ
し
て
〈
い
の
ち
〉
の
保
全
は
、

不
可
分
な
も
の
で
あ
り
、
互
い
に

連
関
し
合
う
も
の
で
あ
る
こ
と

を
、
確
認
し
て
い
く
道
筋
で
あ
っ

た
。こ

こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
Ｊ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
〈
い
の

ち
〉
が
、
人
間
の
生
命
の
み
な
ら

ず
、「
神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た

す
べ
て
の
〈
い
の
ち
〉」
で
あ
る

と
、
明
確
に
宣
言
さ
れ
た
と
い
う

点
に
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
キ
リ
ス

ト
教
神
学
や
宣
教
論
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｃ

正
義
と
平
和
、
そ
し
て
〈
い
の
ち
〉
が
　

尊
ば
れ
る
社
会
の
実
現

�

財
団
評
議
員
　
　
　
　
　  

　

�

西
原
　
廉
太
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７．聖書を読む講座は、これまで継続してきた山口里
子氏による「新しい聖書の学び」の連続講座に続け
て、上林順一郎牧師による連続講座「この時代の中
で聖書からのメッセージを読み解く」を実施する。

「新しい聖書の学び」は全面 Zoom での開講とし、
現在全国から 80 名の参加がある。また「この時代
の中で」は、Zoom と対面式の同時並行で実施する。

８．体験プログラムとして、昨年に引き続き「礼拝の
言葉を豊かに」というテーマで、話し方ワークショッ
プを月に一度のペースで開催する。礼拝の司式や聖
書朗読、詩編交読、説教などの発声・発語の訓練を
行う。

９．各神学校の枠を超えた神学生たちの交流を目
的とした「神学生交流プログラム」については、
２０２１年度も各神学校の賛助を得て、第１２回プ
ログラムを実施する。この神学生交流プログラムの
第１回から校長として協力して頂いた関田寛雄先生
を囲む元参加者によるリユニオンも計画している。
第１０回までの参加者約１５０名（その多くは現在
各地の教会に仕える牧師・伝道者として働いている）
に呼びかける。

Ⅲ　関西セミナーハウス活動センター２０２１年度事業計画
昨年度は、コロナウイルス感染症の広がりのため、

関西セミナーハウス活動センターが長年特色としてき
た、参加者が全員ハウスに集まり、そこで発題講演を
聞き、それを巡って時間をかけて話し合いを深めるプ
ログラムを開催することが困難になった。

そこで多くの場合、発題講演者と参加者をオンライ
ンでつなぎ、Zoom を用いて、発題講演を聞き、その
後の話し合いを展開する方法をとって、プログラムを
開催した。この方式により、講師と参加者が、顔と顔
を合わせて話し合いをする豊かさは損なわれたが、代
わりに、関西セミナーハウス近隣の人だけでなく、北
海道や、アメリカなどの遠隔の地にいる人も、講師や
参加者としてプログラムに参加することができた。

2021 年度も、当分の間コロナ感染症の広がりが続
くと予想されるので、当活動センターのプログラム
も Zoom による方式を採用することになる。Zoom に
慣れていない人には、技術的援助を行う。自分の場所
で Zoom に参加できない人は、関西セミナーハウスで
Zoom に参加できるようにする。
１．修学院フォーラム「社会」においては、Zoom の

特徴を生かして、関東活動センターが主催する「日
本キリスト教史を読む」Ⅰ（明治篇）を共催する。

それと並行して、独自に、「アメリカの政治的動向」、「原
発問題」、「人種的ソーシャルディスタンス」などに
ついて考える。

２．修学院フォーラム「福祉」においては、パンデミッ
クの原因となる「気候変動の意味」と、パンデミッ
クによりもたらされる、「子ども、女性、若者の貧困」
について考える。

３．修学院フォーラム「いのち」においては、パンデ
ミックにより傷ついている人が多いこの時に、「音
楽による看取り」、と「ヒップホップ音楽による癒し」
について考える。

４．開発教育セミナーにおいては、人権・平和・環境
などの地球的課題を参加型学習で学び、私たちの社
会のありようを考える。

フォーラム事業
関東フォーラム
今日的課題　Ⅰ

共同
研究

「コロナ後の教会ヘの希望」荒瀬牧彦（日
本聖書神学校教授）

2021 年度 4 回 Zoom
にて研究会開催

関東フォーラム
今日的課題　Ⅱ

「パンデミックに抗して」
講師　未定 未　定

関東フォーラム
宗教対話　Ⅰ 全8回

連続講座「日本キリスト教史を読む」Ⅰ（明
治篇　アンコール開講）
講師　戒能信生（早稲田奉仕園、関西セ
ミナーハウス活動センターと共催）
Zoom による全国向け講座

第1回 5月13日（木）
第2回 6月10日（木）
第3回 7月 8日（木）
第4回 8月12日（木）
第5回 9月 9日（木）
第6回10月14日（木）
第7回11月11日（木）
第8回12月 9日（木）

関東フォーラム
宗教対話　Ⅱ 全1回 柏木義円公開講演会「柏木義円の終末論」

講師　若井和生（柏木義円研究会との共催）11 月 15 日（月）

関東フォーラム
宗教対話　Ⅲ 全6回「悪と苦難の問題を考える」

講師　本田峰子（二松学舎大学教授）
第5回 4月15日（木）
第6回 5月20日（木）

関東フォーラム
宗教対話　Ⅳ 全5回

「教会と LGBT」
講師　中村吉基（早稲田奉仕園と共催）

第1回 1月13日（水）
第2回 2月10日（水）
第3回 3月10日（水）
第4回 4月 7日（水）
第5回 5月12日（水）

聖書を読む講座Ⅰ 全6回

「この時代の中で聖書からのメッセージ
を読み解く」Ⅲ　
講師　上林順一郎（早稲田奉仕園と共催）

第1回 5月26日（水）
第2回 6月23日（水）
第3回 7月28日（水）
第4回 9月22日（水）
第5回10月27日（水）
第6回11月24日（水）

聖書を読む講座Ⅱ 全10回

新しい聖書の学び「マルコ福音書をじっ
くり読む」Ⅳ
講師　山口里子（早稲田奉仕園と共催）

第1回 4 月13日（火）
第2回 5月11日（火）
第3回 6月 8日（火）
第4回 7月13日（火）
第5回 9月14日（火）
第6回10月12日（火）
第7回11月 9日（火）
第8回12月14日（火）
第 9回 1月11日（火）
第10回 2月 8日（火）

話し方ワーク
ショップ 全10回

「礼拝の言葉を豊かに」話し方ワーク
ショップ（ステップ・アップ講座、初心
者も可）
講師　友野富美子

第1回 5 月18日（火）
第 2回 6 月15日（火）
第3回 7月20日（火）
第 4回 9 月21日（火）
第 5回10 月19日（火）
第 6回11月16日（火）
第7回12 月21日（火）
第 8 回 1月18日（火）
第 9回 2 月15日（火）
第10回 3月15日（火）

フォーラム事業

修学院フォーラム
社会

全8回

日本キリスト教史を読むⅠ（明治篇）
講師　戒能信生（日本基督教団千代田教
会牧師）
関東活動センター、早稲田奉仕園と共催

第1回 5月13日（木）
第2回 6月10日（木）
第3回 7月 8日（木）
第4回 8月12日（木）
第5回 9月 9日（木）
第6回10月14日（木）
第7回11月11日（木）
第8回12月 9日（木）

第2回
分断と陰謀論のアメリカ――ポスト・ト
ランプの時代に
講師　森本　あんり（国際基督教大学教授）

5 月 22 日（土）

第3回
シュリンクするまちからリボーンするま
ちへ
講師　高田清太郎（新潟の町おこし建築家）

7 月 24 日（土）

第4回
エネルギーを考える第１０回
パンデミックと脱原発（仮）
講師　交渉中

2022 年 1 月 10 日
（月、祝）

第5回
人種的「ソーシャルディスタンス」への挑戦
―奥村多喜衛の事例
講師　吉田　亮（同志社大学社会学部教授）

2022 年 3 月 12 日
（土） （仮）

神学生交流プロ
グラム

第１２回神学生交流プログラム
校長　神田健次（関西学院大学名誉教
授）、講師　廣石望（立教大学教授）
開催場所は未定

2022年3月8日～10日

神学生交流プログ
ラム・リユニオン

第１回～第１０回の参加者に呼びかけ
開催場所は未定 2022年3月7～8日
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公益財団法人日本クリスチャン・アカデミーは、
２０２１年度の事業計画に関する基本方針を次の通り定
める。

Ⅰ　事業計画基本方針
当財団は、ウイズコロナ時代といわれる２０２１年

度においても、以下の基本方針を掲げ、コロナ対策に
万全を期して事業を推進する。
１．財団事業の展開

１）定款に定められた当財団の目的に添って、キリス
ト教精神に基づき、立場の相違を越えた対話（はな
しあい）を通し、自由、平等、正義、平和に基づく
社会の実現に寄与する事業を一層活発に展開する。

２）コロナ禍における財団事業の展開においては、①
関西セミナーハウスの事業を２０２１年４月から
２０２２年３月まで臨時休業とする。②アカデミー
運動における事業活動は、３密対策を徹底し、研修・
セミナーは極力リモートでの会議実施を目指す。

３）関西セミナーハウス施設の有効活用策を検討する
ため、プロジェクトチーム（施設再生プロジェクト）
を立ち上げる。当プロジェクトチームは、事業再開
を含めた施設の具体的展開策を具申する。

なお、当プロジェクトチームは代表理事直轄とし、本
部事務局が取りまとめる。

２．事業の推進
１）公益目的事業
（１）東・西活動センター
①現行のフォーラム事業及び研修・セミナー・体験交

流事業を継続、発展させる。
②各活動センターのプログラムは、それぞれにおける

収支バランスをとることを原則とする。寄付金も含
めて、活動センターとしての収支バランスを目指す。

③参加者同士の対話中心のプログラム実施にあたって
は、オンライン会議のメディア等を積極的に活用し
て、新規プログラムの開発に取り組む。

④アカデミー運動の目的に従って今日的な社会の課題
に対する認識を深め、それにふさわしい新規プログ
ラムの開発に取り組む。

⑤得られた成果を機関紙による広報を超え、広く社会
に発信する。基幹プログラムの成果は出版物として
発行などし、知の蓄積を行う。

⑥キリスト教精神に基づくものではあるが、未だに社
会の共通認識にと至っていない幅広い課題をプログ
ラム化し、もってキリスト教系メディア、一般メディ
アの関心を高め、啓発活動を活発化する。

（２）関西セミナーハウス
①関西セミナーハウスの事業は、２０２１年４月から

２０２２年３月まで臨時休業とする。
②関西セミナーハウスの臨時休業中であっても、施設

活用については、新規プロジェクトチームからの提
案を含め種々検討を行い、コロナの状況を含めた内
外の諸事情の変更により公益目的に資する事業（新
規事業等）に実現可能性が見いだせた場合は、理事
会の承認のもとで、事業等を再開する。

③アカデミー活動の安定的継続を支援するため、宿泊
施設・会場を諸団体、教育機関・学会・研究会活動
等の広い利用に供する方策を鋭意検討する。

２）収益事業
（１）関西セミナーハウス

①関西セミナーハウスの事業は、２０２１年４月から
２０２２年３月まで臨時休業とする。

②関西セミナーハウスの臨時休業中であっても、施設
活用については、新規プロジェクトチームからの提
案を含め種々検討を行い、コロナの状況を含めた内
外の諸事情の変更により事業の再開や新規事業など
に実現可能性が見いだせた場合は、理事会の承認の
もとで、事業等を再開する。

③事業再開を検討する際は、一般利用者、企業等に対
して施設の利用を促進し、その収益の一部を公益活
動に資する方策を組み込む。

（２）日本キリスト教会館
当財団所有の事務所用物件の一部を貸与し、その収

益を当該施設の補修、維持、向上等及び公益活動への
貢献に資する。

３）広報活動
フォーラム事業、研修・セミナー・体験交流事業等

の内容並びに各年度事業計画・予算及び事業報告・決
算を機関紙「はなしあい」において定期的に報告する。
同時に、東・西活動センターおよび関西セミナーハウ
スの活動状況については、ホームページ等によって積
極的な情報発信を継続する。
３．運営推進体制の安定化

公益目的事業の運営推進に当たって、継続的な事業
に関しては明確な方向性と予算計画を持ち、プログラ
ム毎の収支の整合化を原則とする。新規プログラムに
ついても、必要財源を確保し、活動の安定的展開を目
指す。
４．賛助会員、寄附金の拡充

公益目的事業、広報活動等を積極的に展開して、ア
カデミーの理念の理解、浸透につとめ、アカデミー運
動を支えようとする賛助会員及び寄附金の拡充を図
る。

Ⅱ　関東活動センター２０２１年度事業計画
２０２１年度の関東活動センターは、日本クリス

チャン・アカデミーの理念に基づき、以下のような諸
プログラムを計画している。
１．Covid-19 感染拡大の中で、今必要とされる課題

についての講座や企画に絞って事業展開をする。
２．「今日的課題」Ⅰとして、Covid-19 感染拡大の中

での教会の在り方について共同研究をし、その成果
を書籍にして問う。

３．「宗教対話」Ⅰとして、連続講座「日本キリスト
教史を読む　第一期（明治篇）」のアンコール開講
を全面リモート（Zoom）で実施する。前回聞き逃
した受講者だけでなく、リモートでの開講によって
関西セミナーハウス活動センターの会員、さらに全
国での受講者を募る。

４．「宗教対話」Ⅱは、これまでに引き続き柏木義円
研究会との共催で、柏木義円の現代的意義を問う公
開講演会を実施する。

５．「宗教対話」Ⅲ」の「悪と苦難の問題」は、昨年
度 Covid-19 感染拡大のため、実施を延期したため、
2021 年度に一部ずれ込んだもの。

６．「宗教対話」Ⅳは、性的マイノリティーの問題を
教会の課題として取り上げる新規プログラムであ
る。LGBT の当事者だけでなく、教会や信徒の理解
を得るために企画された。但し、問題の深刻さを考
慮し、リモートではなく、対面式の連続講座とする。

公益財団法人日本クリスチャン・アカデミー
２０２１年度事業計画
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Ⅳ　関西セミナーハウス２０２１年度事業計画
理 事 会 決 議 に よ り 関 西 セ ミ ナ ー ハ ウ ス 事 業 が

２０２１年４月から２０２２年３月まで臨時休業にな
る中で、２０２１年度の関西セミナーハウス事業計画
は、以下の通りとする。
１．運営方針

１）関西セミナーハウスの臨時休業中であっても、
施設活用については、新規プロジェクトチームか
らの提案を含め種々検討を行い、コロナの状況を
含めた内外の諸事情の変更により事業の再開や新
規事業などに実現可能性が見いだせた場合は、理
事会の承認のもとで、事業等を再開する。

２）関西セミナーハウス施設の有効活用策を検討す
るため、プロジェクトチーム（施設再生プロジェ
クト）を立ち上げる。当プロジェクトチームは、
事業再開を含めた施設の具体的展開策を上申す
る。

３）臨時休業中の施設維持管理費、人件費等の諸経
費は本部事務局の管理下に置くが、その発生を最
小限に留める。

４）上述の支出削減努力にもかかわらず、資金不足
の発生が予測される場合、理事会の承認のもと財
団の運用基金を必要額だけ取り崩す。

２．予算編成作業実施にあたっての留意点
関西セミナーハウスについては、会計単位収支計算書

は白紙とし、別に施設維持管理計算書を作成する。
� （ 以　上 ）

2021年度収支予算書（損益計算方式）
（2021 年 4月 1日～ 2022 年 3月 31日まで）

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
（単位 : 円）

科　　　　　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基 本 財 産 運 用 益 [　　　　　  240 ] [  　　　　 1,200 ] [  　　　　△ 960 ]

特 定 資 産 運 用 益 [　　　　　  180 ] [　　　　　  520 ] [  　　　　△ 340 ]

受 　 取 　 会 　 費 [　　　   730,000 ] [　　　 1,040,000 ] [　 　 △ 310,000 ]

事 　 業 　 収 　 益 [　　   23,637,000 ] [　　 134,837,525 ] [    △ 111,200,525 ]

受   取   寄   付   金 [ 　　　2,500,000 ] [ 　　　3,820,000 ] [  　 △ 1,320,000 ]

雑 　 　 収 　 　 益 [　　　    19,920 ] [　　　   120,330 ] [　 　 △ 100,410 ]

経常収益計 26,887,340　 139,819,575　 △ 112,932,235　

（２）経常費用

事 業 費 [　　   47,759,412 ] [　　 133,016,257 ] [  　△ 85,256,845 ]

管 理 費 [　　　 3,377,000 ] [ 　　　3,644,808 ] [    　 △ 267,808 ]

経常費用計 51,136,412　 136,661,065　 △ 85,524,653　

当期経常増減額 △ 24,249,072　 3,158,510　 △ 27,407,582　

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計 0　 0　 0　

（２）経常外費用

経常外費用計 0　 0　 0　

当期経常外増減額 0　 0　 0　

　当期一般正味財産増減額 △ 24,249,072　 3,158,510　 △ 27,407,582　

修学院フォーラム 
福祉

第1回 気候変動とキリスト教―人新世と宗教
講師　福嶋　揚（神学博士） 9 月 11 日（土）

第2回 子ども・女性・若者の「貧困」（仮）
講師　交渉中　京都　YWCA と共催 10 月（仮）

修学院フォーラム 
いのち

第1回
音楽（ハープ）による看取りのケア
講師　キャロル・サック（アメリカ福音ルー
テル教会宣教師）

4 月 10 日（土）

第2回 ヒップホップに宿るアナムネーシスの力
講師 山下壮起（日本基督教団阿倍野教会牧師）6 月 12 日（土）

研修・セミナー ･ 体験交流事業

開発教育セミナー

第1回

開発教育入門セミナー
「SDG ｓ（持続可能な開発⽬標）を自分

ごとに」
共催　京都市国際交流協会

6 月 20 日（日）

第2回
コロナ禍でくらす外国人技能実習生の今
講師　斉藤善久（神戸大学大学院国際協
力研究科准教授）

7 月 11 日（日）

第3回

日本と韓国の過去・現在・未来～共に生
きる隣人として
講師  太田修（同志社大学グローバル・
スタディーズ研究科教授）

9 月 12 日（日）

第4回

私たちは気候変動を食い止めることができる
のか？
講師　伊与田昌慶（気候ネットワーク主任研
究員）

10 月 10 日（日）

第5回
持続可能な食と農をめざして～食料主権
をとりもどす
講師　西川芳昭（龍谷大学経済学部教授）

11 月 14 日（日）

第6回

誰のための平和か～中東で起きているこ
とを理解する
講師　末近浩太（立命館大学国際関係学
部教授） 

12 月 12 日（日）
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本
ク
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ン
ア
カ
デ
ミ
ー
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１
９
６
３
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に
大
磯
ア
カ
デ

ミ
ー
ハ
ウ
ス
が
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
続
い
て
１
９
６
７
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京
都

に
お
い
て
も
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

北
海
道
の
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に
も
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
何
よ

り
も
話
し
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い
の
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が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
で
、
各
地
に
で
き
た
の

で
す
。
当
時
神
学
生
で
あ
っ
た
私

た
ち
も
大
い
に
影
響
を
受
け
ま
し

た
。時

を
同
じ
く
し
て
、
若
い
シ
ュ

ペ
ネ
マ
ン
先
生
は
そ
の
運
動
に
大

き
な
希
望
と
共
感
を
抱
き
、
一
生

そ
の
た
め
に
捧
げ
よ
う
と
さ
れ
ま

し
た
。
シ
ュ
ペ
ネ
マ
ン
先
生
は
、

ハ
イ
デ
ル
ベ
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グ
大
学
で
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学
、

哲
学
、
社
会
倫
理
学
を
学
び
、「
エ
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ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
と
ロ
シ
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共
産
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と
い
う
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文
で
博
士

号
を
と
り
ま
し
た
。

そ
の
後
一
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米
国
の
シ
カ

ゴ
大
学
に
留
学
し
て
い
た
時
に
、

国
際
基
督
教
大
学
の
学
び
を
終
え

て
日
本
か
ら
同
じ
大
学
に
留
学
し

て
い
た
大
島
偕
美
さ
ん
と
、
劇
的

な
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
障
害
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乗
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越
え
て
課
題

を
抱
え
な
が
ら
国
際
結
婚
を
さ
れ

ま
し
た
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お
二
人
は
ド
イ
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で
真
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土
に
眠
る
い
の
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」
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榎
本
榮
次　
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き
り
言
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て
お
く
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一
粒

の
麦
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、
地
に
落
ち
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な
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れ
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一
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の
ま
ま
で
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。

自
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す
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憎
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人
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福
音
書
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シ
ュ
ペ
ネ
マ
ン
・
ク
ラ
ウ
ス
先

生
は
、
去
る
２
月
３
日
午
後
１

時
、
天
に
召
さ
れ
ま
し
た
。
お
亡

く
な
り
に
な
る
３
日
前
に
、
告
別

式
は
質
素
に
し
、
説
教
を
榎
本
牧

師
に
依
頼
す
る
よ
う
に
と
指
示
さ

れ
た
そ
う
で
す
の
で
、
恐
れ
な
が

ら
御
用
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

シ
ュ
ペ
ネ
マ
ン
・
ク
ラ
ウ
ス
先

生
は
、
１
９
３
７
年　

ド
イ
ツ　

ベ
ル
リ
ン
で
、
父
・
フ
リ
ツ
ワ
・

シ
ュ
ペ
ネ
マ
ン
さ
ん
、
母　

シ
ャ

ル
ロ
ッ
テ
さ
ん
の
五
人
兄
弟
の
二

男
と
し
て
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し

た
。
お
父
様
は
農
学
博
士
の
高
官

で
各
地
を
転
々
と
し
、
シ
ュ
ペ
ネ

マ
ン
少
年
は
、
お
父
様
と
離
れ
て

旧
東
ド
イ
ツ
で
終
戦
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
東
か
ら
西
ド
イ

ツ
に
亡
命
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
小
学
生
だ
っ
た
シ
ュ

ペ
ネ
マ
ン
少
年
は
お
母
様
に
手
を

引
か
れ
て
東
西
ド
イ
ツ
の
国
境
と

な
っ
て
い
る
川
を
渡
ろ
う
と
し
ま

し
た
。
そ
の
と
き
、
東
ド
イ
ツ
の

警
備
兵
に
見
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
母
さ
ん
が
必
死
に
な
っ

て
西
ド
イ
ツ
に
い
る
家
族
の
こ
と

を
話
す
と
老
警
備
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〈
追
悼
〉

 
シ
ュ
ペ
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ン 
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メ
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よ
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２
０
２
１
年
２
月
１
５
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）
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日
本
基
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に
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備
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て
も
厳
し
い
人

だ
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ら
」
と
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っ
て
見
逃
し
て
く

れ
た
そ
う
で
す
。

西
ド
イ
ツ
に
移
っ
て
か
ら
小
中

学
生
時
代
は
、
お
爺
さ
ん
の
何
百

本
も
木
が
あ
る
果
樹
園
の
世
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や

家
畜
の
世
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が
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過

ご
さ
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ま
し
た
。
彼
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今
も
城
陽
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果
樹
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お
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れ
ま
す
。
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と
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む
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変
わ
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ま
せ
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。

彼
は
伝
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な
ド
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ツ
の
家
庭

で
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し
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つ
け
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も
と
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に
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家
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で
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ま
し
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あ
る
時
こ
ん
な
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を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
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時
代
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績
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し
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。
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も
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ま
せ
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あ
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、
シ
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ン
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お
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す
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」

と
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し
た
。
す
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と
お
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さ

ん
は
「
は
い
。
わ
た
し
の
サ
イ
ン

で
す
」
と
う
そ
の
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え
を
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さ
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
時
、彼
は「
愛

す
る
者
の
た
め
に
自
ら
罪
人
と
な

る
」
と
い
う
神
の
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を
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そ

う
で
す
。
見
え
る
こ
と
だ
け
で
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な
く
、
そ
の
中
に
あ
る
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い
意
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を
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こ
と
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の
で
し
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う
。
こ
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よ
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に
し
て
、
シ
ュ
ペ

ネ
マ
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か
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」

で
、
あ
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し
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人
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あ
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、
人
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頼
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、
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愛
す
る
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人
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が
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て
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れ
ま
し
た
。

戦
後
、
ス
イ
ス
と
西
ド
イ
ツ
の

キ
リ
ス
ト
教
会
に
お
い
て
、
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
運
動
が

カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
や
、
エ
ミ
ー
ル
・

ブ
ル
ン
ナ
ー
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

シ
ュ
ミ
ッ
ト
博
士
ら
の
指
導
で
起

こ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
戦
争
中
の

深
い
反
省
に
立
っ
て
、「
教
会
が

社
会
に
奉
仕
す
る
姿
」
と
し
て
起

こ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
教
会
の
た

め
で
は
な
く
、
社
会
に
奉
仕
す
る

た
め
で
し
た
。
教
会
に
人
を
集
め

る
た
め
で
は
な
く
、
教
会
が
外
に

出
て
ゆ
く
こ
と
を
旨
と
し
、
話
し

合
い
を
基
礎
と
し
ま
す
。
Ｗ
Ｃ
Ｃ

世
界
教
会
協
議
会
の
運
動
と
な
っ

た
教
会
一
致
運
動
で
あ
る
エ
キ
ュ

メ
ニ
カ
ル
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
同
じ

流
れ
で
す
。
１
９
５
０
年
代
か
ら

日
本
で
も
Ｅ
・
ブ
ル
ン
ナ
ー
の
来

日
を
機
に
ア
カ
デ
ミ
ー
運
動
が
起

き
て
い
ま
し
た
。
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さ
ん
、
望
さ
ん
、
和
人
さ
ん
三
人

の
お
子
様
を
も
う
け
ら
れ
ま
し

た
。当

時
、
日
本
に
お
け
る
ア
カ
デ

ミ
ー
運
動
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て

い
た
同
志
社
大
学
の
竹
中
正
夫
教

授
が
こ
の
青
年
に
目
を
つ
け
、
日

本
に
招
い
た
の
で
し
た
。
そ
れ
に

応
え
て
１
９
７
０
年
、
シ
ュ
ペ
ネ

マ
ン
一
家
５
人
は
日
本
に
移
住
し

て
来
ら
ま
し
た
。
先
生
は
、
ア
カ

デ
ミ
ー
運
動
と
共
に
同
志
社
大
学

文
学
部
と
神
学
部
で
教
授
と
し
て

の
働
き
を
さ
れ
、
多
く
の
学
徒
に

影
響
を
与
え
ま
し
た
。

ア
カ
デ
ミ
ー
運
動
は
、
社
会
に

対
す
る
教
会
の
従
来
の
在
り
方
へ

の
深
い
反
省
か
ら
起
き
ま
し
た
。

そ
の
中
心
的
考
え
は
、「
は
な
し

あ
い
」
タ
ー
グ
ン
グ
で
す
。
対
立

す
る
者
同
士
が
、
ど
ち
ら
か
を
説

得
し
て
ね
じ
伏
せ
る
の
で
は
な

く
、
弁
証
法
的
に
新
し
い
関
係
が

生
む
社
会
を
作
り
出
さ
こ
と
を
目

的
と
し
ま
す
。
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
は
そ
の
場
と
し
て
作
ら
れ
ま

し
た
。

シ
ュ
ペ
ネ
マ
ン
は
言
っ
て
い
ま

す
。

ア
カ
デ
ミ
ー
運
動
は
、
キ
リ
ス

ト
教
の
社
会
に
対
す
る
奉
仕
の

姿
の
ひ
と
つ
で
す
。

ア
カ
デ
ミ
ー
運
動
は
教
会
の
た

め
に
す
る
奉
仕
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

ア
カ
デ
ミ
ー
運
動
は
、
個
人
的

な
教
養
を
お
し
え
る
教
育
施
設

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

話
し
合
い
で
す
。　

民
主
的
な

討
論
の
モ
デ
ル
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
偉
い
先
生
の
話
を
聞
い
て

教
え
を
乞
う
の
で
は
な
い
。
参
加

者
が
主
体
と
な
り
、
キ
リ
ス
ト
教

倫
理
を
基
本
に
す
る
正
義
、平
和
、

命
を
目
標
に
置
く
。
こ
う
し
て
ア

カ
デ
ミ
ー
運
動
は
、
社
会
と
教
会

の
間
に
立
っ
て
、「
は
な
し
あ
い
」

の
場
を
提
供
し
て
き
た
し
、
し
よ

う
と
し
ま
し
た
。

共
に
学
び
、
共
に
食
し
、
共
に

風
呂
に
入
り
、
話
し
合
い
、
労
し

合
う
。
そ
こ
に
は
人
間
の
平
等
、

自
由
、
連
帯
が
必
要
で
す
。
話
し

合
い
は
、
方
法
で
は
な
く
、
場
で

す
。
ど
う
し
よ
う
も
な
い
対
立
の

場
で
す
。
逃
げ
出
し
た
く
な
る
、

で
も
逃
げ
な
い
で
話
し
合
う
。
そ

こ
に
生
ま
れ
る
は
な
し
あ
い
で

す
。
そ
の
場
を
提
供
す
る
の
が
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
す
。
ホ
テ
ル
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。彼
は
、セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
が
商
業
化
し
て
う
ま
く
や

ろ
う
と
す
る
こ
と
に
こ
と
ご
と
く

邪
魔
を
し
て
き
ま
し
た
。
激
し
い

対
立
も
あ
り
、
私
な
ど
時
に
は

「
憎
っ
く
き
シ
ュ
ペ
ネ
マ
ン
」
な

ど
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。
彼
の
親

し
く
し
た
人
は
偉
い
学
者
と
い
う

よ
り
も
、
街
の
小
父
さ
ん
や
、
鉄

工
所
の
職
人
、
お
百
姓
さ
ん
、
植

木
屋
さ
ん
な
ど
で
し
た
。

日
本
に
お
け
る
ア
カ
デ
ミ
ー
運

動
は
、
財
界
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、

な
ど
の
外
か
ら
の
大
き
な
援
助
で

誕
生
し
ま
し
た
。
近
年
バ
ブ
ル
崩

壊
と
と
も
に
そ
の
援
助
が
な
く
な

る
と
、
木
が
枯
れ
る
よ
う
に
後
退

し
ま
す
。
大
磯
が
閉
じ
ら
れ
、
そ

の
活
動
を
継
承
し
た
箱
根
の
施
設

が
売
却
さ
れ
、
北
海
道
の
白
老
ア

カ
デ
ミ
ー
ハ
ウ
ス
も
な
く
な
り
ま

し
た
。
残
る
は
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
だ
け
で
す
。

そ
の
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
も

今
コ
ロ
ナ
禍
の
波
で
休
館
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
閉
じ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
来
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
無
く
な
っ
て
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。
キ
リ
ス
ト
教

は
こ
こ
か
ら
不
思
議
な
復
活
の
命

に
出
会
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
不
思
議
の
な
い
宗
教
は
命
が

な
い
偶
像
で
す
。

 

主
イ
エ
ス
は
、「
一
粒
の
麦
が

死
な
な
け
れ
ば
た
だ
一
粒
の
ま
ま

で
あ
る
。
だ
が
死
ね
ば
多
く
の
実

を
結
ぶ
。
…
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

命
は
土
の
中
に
あ
る
の
で
す
。
見

え
る
花
や
実
で
は
な
い
。
シ
ュ
ペ

ネ
マ
ン
先
生
は
一
粒
の
麦
と
な
っ

て
日
本
の
地
に
落
ち
亡
く
な
ら
れ

た
の
で
す
。
そ
の
土
の
中
に
命
が

あ
る
。
そ
れ
に
心
を
馳
せ
た
い
と

思
い
ま
す
。

先
日
、
ご
長
男
の
シ
ュ
ペ
ネ
マ

ン
・
真
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
彼
は
、
ド
イ
ツ
で
多
く
の

企
業
や
組
織
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

を
さ
れ
て
い
ま
す
。木
の
話
で
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

木
は
葉
が
茂
り
、
花
が
咲
き
、

収
穫
の
実
が
な
る
。
皆
そ
れ
を
期

待
し
、
そ
こ
に
集
ま
る
。
そ
れ
を

象
形
し
て
木
と
い
う
字
を
書
く
。

と
こ
ろ
が
そ
の
木
は
枯
れ
る
と
き

が
来
る
。
し
か
し
、
木
は
見
え
る

と
こ
ろ
だ
け
で
は
な
い
。
枯
れ
た

木
の
下
に
根
が
広
が
っ
て
い
る
。

そ
こ
に
命
が
あ
る
。
地
下
に
根
が

広
が
っ
て
木
と
い
う
字
に
な
る
。

コ
ロ
ナ
だ
、
不
況
だ
。
人
が
い
な

い
と
、
や
め
る
し
か
な
い
、
も
う

木
の
収
穫
は
望
め
な
い
と
人
は

去
っ
て
い
く
。

し
か
し
木
は
生
き
て
い
る
。
土

の
中
に
根
が
張
っ
て
い
る
。
そ
れ

が
木
と
い
う
字
だ
。
目
に
見
え
な

い
と
こ
ろ
に
人
の
複
雑
な
つ
な
が

り
が
生
き
て
い
る
。
そ
れ
が
木
だ

と
い
う
の
で
す
。
お
金
に
命
が
あ

る
の
で
は
な
い
。
地
下
に
広
が
る

命
、
人
の
つ
な
が
り
に
命
が
あ
る

の
で
す
。

シ
ュ
ペ
ネ
マ
ン
は
、
最
後
ま
で

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
こ
と
を
考
え

て
い
ま
し
た
。
彼
は
一
粒
の
麦
と

な
っ
て
地
に
落
ち
死
に
ま
し
た
。

こ
の
命
を
私
た
ち
は
引
き
継
が
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
シ
ュ
ペ
ネ
マ
ン
先
生

は
、
偕
美
さ
ん
の
こ
と
を
心
配
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
不
自
由
な
中
で

最
後
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
書
か
れ
ま

し
た
。そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

愛
す
る
モ
ミ

眼
鏡
が
な
く
、
ま
た
、
希
望
を

失
っ
た
今
、
何
か
書
く
こ
と
は

非
常
に
難
し
い

私
は
今
、
こ
ん
な
に
早
く
君
の

も
と
を
去
ろ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
こ
と
だ
け
が
一
番
気
が
か

り
だ
。

私
は
わ
た
し
の
生
涯
を
満
喫

し
、
楽
し
ん
で
き
た
と
思
っ
て

い
る
。

そ
れ
が
も
し
、逆
に
な
っ
た
ら
、

ど
う
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
？

自
分
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
誰

が
君
の
こ
と
を
心
配
し
て
、
誰

が
絵
を
描
く
こ
と
や　

そ
の
ほ

か
い
ろ
ん
な
こ
と
を
で
き
る
よ

う
に
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
が
一
番
心
配
な
懸
念
材
料

だ
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ご
め
ん
な
さ
い

あ
あ
眼
鏡
が
欲
し
い
…

　

１
月
26
日　

武
田
病
院
に
て

以
前
に
お
二
人
で
礼
拝
し
て
い

る
時
の
こ
と
で
す
。

偕
美
さ
ん
が
「
聖
霊
っ
て
分
か

ら
な
い
わ
」
と
言
う
と
シ
ュ
ペ
ネ

マ
ン
先
生
が
「
窓
の
外
を
見
て
ご

ら
ん
。風
が
吹
い
て
い
る
だ
ろ
う
。

木
の
葉
が
揺
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

あ
れ
が
聖
霊
だ
よ
。
僕
が
い
な
く

な
っ
て
も
窓
の
外
に
風
が
吹
い
て

い
る
。そ
こ
に
私
が
い
る
ん
だ
よ
。

そ
う
思
い
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た

そ
う
で
す
。

シ
ュ
ペ
ネ
マ
ン
先
生
は
、
ご
家

族
の
こ
と
を
誰
よ
り
も
愛
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
か
ら
和
人

さ
ん
に
続
い
て
、
望
さ
ん
が
か
け

つ
け
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
真
さ
ん

は
コ
ロ
ナ
で
足
止
め
さ
れ
、
お
亡

く
な
り
に
な
る
１
時
間
前
に
到
着

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
ま
で
待
っ

て
お
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
シ
ュ

ペ
ネ
マ
ン
先
生
は
、
偕
美
夫
人
と

３
人
の
お
子
様
に
囲
ま
れ
て
静
か

に
お
眠
り
に
な
り
ま
し
た
。
６
人

の
お
孫
さ
ん
は
ド
イ
ツ
で
心
を
痛

め
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
日
は
雨
の
日
で
す
が
、
温
か

い
春
一
番
が
吹
く
よ
う
な
気
候
で

す
。
土
の
中
、
風
の
中
に
シ
ュ
ペ

ネ
マ
ン
先
生
の
御
命
が
眠
っ
て
い

ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
そ
の
お
命

を
引
き
受
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

春
一
番　

い
の
ち
が
眠
る　

土

の
中

祈
り天

の
父
な
る
神
様
、
敬
愛
す
る

シ
ュ
ペ
ネ
マ
ン
・
ク
ラ
ウ
ス
先
生

が
御
許
に
召
さ
れ
ま
し
た
。
あ
な

た
の
御
心
は
計
り
知
れ
ず
、
私
た

ち
は
悲
し
み
と
戸
惑
い
の
中
に
立

た
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
主

の
な
さ
る
こ
と
は
、
そ
の
時
に

適
っ
て
美
し
い
の
で
す
。
先
生
は

今
、
み
も
と
で
、
平
安
を
得
て
お

ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を

信
じ
、
主
に
委
ね
、
主
を
賛
美
し

ま
す
。

先
生
は
、
日
本
に
お
け
る
宣
教

の
た
め
に
命
を
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
は
そ
の
命
を
引
き
継

ぎ
、
御
心
が
地
に
な
る
よ
う
に
務

め
ま
す
か
ら
、助
け
て
く
だ
さ
い
。

ご
遺
族
の
上
に
主
の
慰
め
が
あ

り
ま
す
よ
う
に
。

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
名
に

よ
っ
て
祈
り
ま
す
。
ア
ー
メ
ン

（
関
西
運
営
委
員
、
関
西
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー
所
長
代
行
）

上
林
先
生
聖
書
講
座
に
参
加
し
て

�

東
郷
晴
代　

こ
の
度
の
講
座
は
ズ
ー
ム
で
も

参
加
で
き
る
と
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
う
い
う
こ
と
は
不
得
手
な
の
で

コ
ロ
ナ
渦
中
で
す
が
、
会
場
へ
通

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
上
林
先
生

の
講
座
は
こ
れ
ま
で
に
も
何
回
か

参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
、
今
回
の
は
私
に
と
っ
て
、
今

ま
で
の
と
違
っ
て
一
段
と
レ
ベ
ル

が
高
い
と
感
じ
ま
し
た
。
神
学
校

の
教
室
に
迷
い
こ
ん
だ
の
か
と
思

う
時
も
あ
り
ま
す
。

講
座
は
ま
ず
「
旧
約
聖
書
」
を

学
ぶ
意
義
（
旧
約
聖
書
は
神
の
行

為
を
中
心
と
す
る
信
仰
告
白
か
ら

成
立
し
て
お
り
～
新
約
聖
書
の
理

解
～
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
理
解
の
た

め
に
重
要
）
を
学
び
、
創
世
記
の

学
び
と
入
り
ま
し
た
。
先
生
は
い

つ
も
１
０
枚
以
上
の
レ
ジ
メ
を
用

意
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
ご
準
備

に
か
か
ら
れ
る
時
間
を
思
う
と
、

頭
の
悪
い
生
徒
で
悪
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

「
創
世
記
」
の
聖
句
一
句
一
句

丁
寧
に
学
ぶ
の
で
す
が
、
一
句
に

つ
い
て
複
数
の
訳
文
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
ま
ず
「
は
じ
め

に
」
は
神
の
創
造
に
よ
る
天
地
と

歴
史
の
「
は
じ
め
」
の
宣
言
で
あ

り
、ま
た
創
造
さ
れ
た
天
地
の「
お

わ
り
」
の
予
告
と
も
い
え
る
と
学

び
、
黙
示
録
の
言
葉
に
繋
が
る
と

気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
言
葉
も
、
国
語
辞
典
の
意
味

よ
り
、深
い
意
味
を
教
わ
り
ま
す
。

例
え
ば
「
混
沌
」「
霊
」「
言
葉
」

「
光
」「
分
け
る
」「
呼
ぶ
」「
集
ま

る
」「
生
え
さ
せ
る
」「
治
め
る
」

な
ど
、そ
し
て
「
日
の
創
造
」「
時

の
創
造
」
な
ど
。
特
に
「
神
は
言

わ
れ
た
」
の
深
い
意
味
―
創
造
の

出
来
事
は
「
神
は
言
わ
れ
た
」
と

い
う
言
葉
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

る
―
「
言
葉
に
よ
る
創
造
」
を
創

世
記
は
語
っ
て
い
る
、さ
ら
に「
聖

書
を
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
は
過
去

を
学
び
な
が
ら
、
現
在
が
未
来
へ

と
入
り
込
ん
で
い
く
先
端
に
私
た

ち
を
立
た
し
め
る
と
。

先
生
は
私
た
ち
の
知
る
と
こ
ろ

の
「
使
徒
信
条
」
に
も
ふ
れ
、
バ

ビ
ロ
ン
捕
囚
時
代
の
イ
ス
ラ
エ
ル

の
人
々
の
祈
り
の
よ
う
な
信
仰
で

唱
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
問
わ

れ
る
。
ま
た
今
コ
ロ
ナ
渦
中
に

あ
っ
て
、
日
本
の
教
会
が
以
前
の

よ
う
に
礼
拝
を
守
れ
な
い
状
態
に

陥
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
教

�

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

関
東
活
動
セ
ン
タ
ー

 

●
２
０
２
０
年
度　

聖
書
を
読
む
講
座
Ⅰ
（
共
催
：
早
稲
田
奉
仕
園
）

 

「
上
林
順
一
郎
牧
師
と
一
緒
に
聖
書
を
読
も
う

　
―
こ
の
時
代
の
中
で
聖
書
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
解
く
―
」
第
２
期

 

『
創
世
記
（
原
初
史
）
か
ら
読
み
解
く
現
代
　
　
　

～
神
、
自
然
、
人
間
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
』

�

講
師 

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
引
退
教
師　

上
林
　
順
一
郎
さ
ん

�

２
０
２
０
年
９
月
～
２
０
２
１
年
３
月
、
第
４
水
曜

�

日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
館
１
階
16
号
室
、Zoom

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
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◆関東活動センター
■2021年度話し方ワークショップ
「礼拝の言葉を豊かに」（ステップ
アップ講座）
講　師：	友野 富美子さん（日本キリ

スト教団吉祥寺教会牧師）
日　時：	 ①5月18日、②6月15日
		  火曜14：00～16：00
会　場：	日本基督教団巣鴨ときわ教会
参加費：	1 回 1,200 円（全 10 回）
■2021年度 聖書を読む講座Ⅰ
　（共催：早稲田奉仕園）
「上林順一郎牧師と一緒に聖書を読
もう―この時代の中で聖書からメッ
セージを読み解く」『創世記 ( 原初
史 ) から読み解く現代第 3期～神、
自然、人間をキーワードに』
講　師：	上林 順一郎さん（日本キ

リスト教団引退教師）
日　時：	5月～11月、第4水曜
		  14：00～16：00
方　法：	会場（早稲田奉仕園セミ

ナーハウス）および Zoom
によるオンライン講座

参加費：	全6回 6,000円（学生3,000円）
■2021年度 聖書を読む講座Ⅱ
　（共催：早稲田奉仕園）
「マルコ福音書をジックリと読む」
第 4期
講　師：	山口 里子さん（聖書学者）
日　時：	4月～2022年2月、第2火曜

18：30～20：00
参加費：	全 10 回 8,000 円　（ 学 生

4,000 円）
方　法：	Zoom によるオンライン講座

◆東・西活動センター・早稲田奉仕園共催
■2021年度関東フォーラム 宗教対話Ⅰ
　/修学院フォーラム「社会」Ⅰ
　〈連続講座〉アンコール開講
「日本キリスト教史を読む」Ⅰ（明治篇）
講　師：	戒能 信生さん（日本基督

教団千代田教会牧師）
日　時：	5月～12月、第2木曜
		  14：00～16：00
参加費：	全 8 回 6,000 円
方　法：	Zoom によるオンライン講座
◆関西セミナーハウス活動センター

いずれもオンライン（Zoom）と
会場（関西セミナーハウス別館、
10 名まで）併用

■2021年度修学院フォーラム「いのち」
第 1回「音楽（ハープ）による看
取りのケア」
講　師：	キャロル・サックさん（ア

メリカ福音ルーテル教会宣
教師）

日　時：	4月10日（土）13：30～15：50
参加費：	1,000 円（学生 500 円）
第 2回「ヒップホップに宿るアナ
ムネーシス」
講　師：	山下 壮起さん（日本基督

教団阿倍野教会牧師）
日　時：	6月12日（土）13：30～15：30
参加費：	1,000 円（学生 500 円）

■2021年度修学院フォーラム「社会」
第 2回「分断と陰謀論のアメリカ 
―ポスト・トランプの時代に」
講　師：	森本 あんりさん（国際基

督教大学教授）
日　時：	5月22日（土）13：30～15：50
参加費：	1,000 円（学生 500 円）
■2021年度開発教育セミナー
第 1回「開発教育入門セミナー　
～ＳＤＧｓ ( 持続可能な開発目標）
を自分ごとに～」
日　時：	2021年6月20日（日）
		  10：00～16：00
会　場：	京都市国際交流会館
参加費：	1,000 円
共　催：	京都市国際交流協会

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

会
の
在
り
方
、
信
徒
の
生
き
方

に
つ
い
て
問
わ
れ
る
。
考
え
な

き
ゃ
あ
い
け
な
い
こ
と
は
多
々

あ
る
の
で
す
が
、
時
折
先
生
が

お
っ
し
ゃ
る
余
談
や
雑
談
ば
か

り
覚
え
て
い
て
（
す
み
ま
せ
ん
）、

で
も
続
く
講
座
も
し
っ
か
り
聞

き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

（
市
川
三
本
松
教
会
員
）

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
代表理事　中村　信博

本部事務局
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

TEL 075-711-2147
FAX 075-701-5256

関東活動センター
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18

日本キリスト教会館 1 Ｆ
TEL 03-3207-6198

E-mail:info@academy-tokyo.com
関西セミナーハウス /
関西セミナーハウス活動センター
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

FAX 075-701-5256
関西セミナーハウス

TEL 075-711-2115
E-mail:info@kansai-seminarhouse.com

関西セミナーハウス活動センター
TEL 075-711-2117

E-mail:office@academy-kansai.org

プログラム案内

2021 年 1 月１日～ 2 月 28 日
� （順不同・敬称略 )
◆関東活動センター
賛助会費
原　牧人	 10,000 
大石　貞子	 3,000 
坂下　道朗	 5,000 
西間木　公孝	 5,000

寄付金（クリスマス寄付金を含む）
本多　峰子	 3,000 
林　秀雄	 3,000 
藤　知佳	 5,000 
神保　正男	 10,000 
日本ｷﾘｽﾄ教団経堂緑丘教会�10,000 
市川三本松教会	 2,000 
日本基督教団千代田教会� 10,000 
日本基督教団浦安教会	 5,000 
鹿児島加治屋町教会	 5,000 
上林　順一郎	 10,000 
北原　和夫・恵美	 3,000 
日本基督教団　原宿教会� 10,000 
日本基督教団ひばりが丘教会� 5,000 
金光　順子	 1,000 
佐瀬　萬亀	 2,000 
友野　富美子	 3,000 
大和　孝明	 5,000 
松本　誠	 5,000 
神保　信子	 10,000 
吉田　豊	 30,000

神学生プログラム寄付金
須賀川教会復活のﾜｶﾒ購入者一同	 5,000
加藤　真規子	 3,000 
関田　寛雄	 5,000 
浦上　充	 5,000
◆関西セミナーハウス活動センター 
賛助会費
西岡　裕芳	 5,000
村上　みか	 10,000
今川　泰彦	 5,000
近藤　恵	 5,000
日本基督教団西が丘教会� 10,000
寄付金（クリスマス寄付金を含む）
村上　みか	 40,000
脇坂　照世	 5,000
山添　みどり	 3,000
日本基督教団西が丘教会� 10,000
吉田　力	 10,000
日本基督教団錦林教会・
ペスタロッチ保育園� 5,000
日本基督教団洛南教会� 3,000
今井　奈都子	 3,000
日本基督教団世光教会� 10,000
徳丸　延子� 10,000
柳井　一朗	 2,000
藤永　春子	 3,000
金山　顕子	 2,000
繁永　幸久	 2,000
以上感謝をもってご報告申し上げます。

賛 助 会 費 ・ 寄 付 金 報 告

財団本部	 http://www.academy-nippon.com
関東活動センター	http://www.academy-tokyo.com
関西セミナーハウス
	 http://www.kansai-seminarhouse.com/
関西セミナーハウス活動センター
	 http://www.academy-kansai.org


